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技術基準のワンポイントアドバイス

わるように、堅固な支持台等を使用して試験品をしっ
かりと固定することが重要です。なお、この衝撃試験
機を使用する場合、衝撃を加える向き（姿勢）によって、
ハンマーヘッドに重力の影響がありますので、衝撃力
を校正した際の姿勢（通常は水平状態）で試験を実施
しないと、規定の衝撃力を加えることができないので
注意が必要です。
　試験によって、外郭にひびや割れが生じた場合、試
験指が危険な充電部や可動部に触れるかどうかの確認
は、試験指に 10N の力を加えて判定します。また、ガ
ラス等が破裂して傷害の危険がある場合や、亀裂等に
よって耐湿性、防水性等に影響を及ぼす場合は「危険
を生ずるおそれのあるひび、割れその他の異状」が生
じたと判断します。

　解釈別表第十二に採用されている整合規格から例を
挙げると、J60065（H26）（オーディオ、ビデオ及び類

 別表第八 J60065（H26）

0.5衝撃力（J）              0.5
（天井取付け用器具及び
照明器具は0.35）

             0.5
（個別要求事項でより強
い衝撃力を規定する
場合もある。）

3回衝撃回数              1回
（二重絶縁構造のものは
3回）

表面積4cm2以下で、か
つ、外郭からの突出が10
mm未満

表面積4cm2以下で、
かつ、外郭からの突出が
10mm以下

　

表面積1cm2以下で、
かつ、外郭からの突出が
5mm以下

             3回

表示ランプのカバー等に
関する適用除外条件

 J60335-1（H27）

リリースコーン
リリースバー リリースジョー

リリース機構スプリング

ハンマースプリング
ハンマーヘッド

ハンマーシャフト コックノブ

コーンスプリング
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１．工業会紹介

２．温水洗浄便座の標準化活動─電気的安全性の JIS 改正─
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３．温水洗浄便座の動向─省エネが進む温水洗浄便座─

年（平成）28272625242322

温水洗浄便座 デジタルカメラ パソコン
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エコキュート 3.8％

食器洗い乾燥機 3.7％
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電気便座 3.7％

約4,618 ［kWh/年］
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電気機器その他 
27.4％

世帯あたり電気使用量

平成21年

■家庭における機器別エネルギー消費量の内訳について
　(平成21年）
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kWh/年

平成17年

貯湯式 瞬間式

平成27年 135～183

約31％省エネ！ 約33％省エネ！

kWh/年197～267

kWh/年58～123

kWh/年150～183

世帯あたりの電気料金

年間約125,000円
世帯あたりの電気料金

年間約125,000円

貯湯式

貯湯式 瞬間式

瞬間式

（消費電力量135 kWh/年）
温水洗浄便座　使用電気料金

年間約3,650円 月々約304円 年間約1,570円 月々約131円
（消費電力量58kWh/年）
温水洗浄便座　使用電気料金

タンクの中の水をヒーターで温める方式で、
一度にたっぷりの温水で洗浄することがで
きますが、温水を保温するための電力が必
要となります。

タンクがなく、使用の度に水を瞬間湯沸器で
温めます。温水を保温する電力は不要のた
め、"貯湯式"より消費電力は小さくなります
が、温水の量が限られます。また瞬間的に大
きな電力を必要とします。



 開催地  開催日時  会　            場  定　員

 福岡会場  4月14日（金）　13:30～16:30  福岡商工会議所　（4F　401～404）  100人

大阪会場  4月21日（金）　13:30～16:30  此花会館　（3F　大ホール）  180人

 仙台会場 4月28日（金）   13:30～16:30  TKPガーデンシティ仙台（30F　ホールC）  100人

 名古屋会場  5月19日（金）   13:30～16:30  ウィンクあいち　（10F　1002）  120人

 東京会場  5月31日（水）   13:30～16:30  国立オリンピック記念青少年総合センター
（カルチャー棟　1F大ホール）

 500人

 時　　　　間  内　　　　容

 13：30～13：45  開会挨拶　経済産業局（予定）

 13：45～15：15  電気用品安全法の概要について

15：15～15：30  休　　憩

 15：30～16：10  国際規格等に準拠した基準（別表第十二）の選び方について

 16：10～16：30 質疑応答（事前質問についての回答）

16：30 閉　　会
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Conference Report
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　　　生産工程でどのように組み立てられ、そしてその
　　　製品の部品としてどのように管理されているかト
　　　レースバックすることができない。モータ等が何
　　　の表示もない表示ミスした場合のレポートへの記
　　　入方法等の問題は適切に部品の IDをトレーサビ
　　　リティーのためにとる必要があり、IECEE/CTL/
　　　ETF1 の主査は、今度のメキシコ会議のレポート
　　　の中で述べる必要がある。

３）小電力回路（low-power circuit:15W）の測定
　　回路（IEC60335-1 の 19.11）について
質問：19.11 で規定する小電力回路の測定方法としては、
　　　以下に示す図A又は図Bのいずれが正しいか？

回答：図Aの測定回路が正しい。（筆者注：この場合、
　　　Z４と Z５のインピーダンスが Bと Cの間に接続
　　　された可変抵抗と並列になるため、当該測定点か
　　　ら見た電源のインピーダンスによっては、測定値
　　　に大きな誤差が生ずる可能性があることに注意が
　　　必要である）

カバーする製品は、ある程度専門知識のある人々が扱う
ものであり、IEC 60335-2-75 の場合は、一般の人々が扱
う違いがあることから "Commercial ice makers" は、あ
る程度専門知識のある人々が扱うものであるとの説明が
ありました。なお、この明確化のための原案は、CDV
とすることが確認されております。

３．IEC TC61に対する各国からの確認事項
　今回の質問事項の事例を以下に紹介します。
１）電源コードにスイッチ等の部品を取付けることの
      可否（IEC 60335-1:24.2）の明確化
質問：電気温水器の電源コードにユーザーからELCB（漏

       使をドーコ源電のこ。るあが望要の用使）器断遮電       
　　　用しても IEC 60335-1 の 24.2 に違反しないか？ 　
　  　ちなみにケーブルとECLBは認証品である。24.2
        では以下のように述べている。
       " Appliances shall not be fitted with - switches or
        automatic controls in flexible cords"
　　　① 24.2 に適合するか？
　　　②ELCBは、可撓コードの中の「スイッチ」とし
　　　　て扱われるか？
回答：① 24.2 に適合しない。
　　　②スイッチか否かの扱いを明確にする必要はない。
　　　　なぜなら、第５版のA2の第１ダッシュにおい
　　　　て次のように表現している。"switches, 
　　　　automatic controls, power supplies and the 　
　　　　like in flexible cords" よって、ELCB（Earth 
　　　　Leakage Circuit Breaker）は "the like"（等）　
　　　　に入る。
２）部品の表示に対する扱い（IEC 60335-1:24.1）
質問：IECEE-CB スキームで使用する試験報告書様式の
　　　24 項には、部品の表示を記載する要求があるが、
　　　ブレンダーに組み込まれた直流モータがブランド、
　　　モデル、定格を表示されていなかった場合、IEC
　　  60335-1 の 24 項に従って（そのモータ）の試験を
     　することになるが、その場合でも、何も表示してい
       ないので不適合とするのか、それとも表示のチェッ
           クはする必要ないのか？ 
回答：図し、何もデータがない場合は、24 項に従って
         試験を行う。
　　　モデル／タイプへの言及がない場合、その部品が

（電気製品安全センター）
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3. 参加費 無料
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 【　本　　　　　部　】       　 TEL                 FAX　

 【横　浜　事　業　所】       　 TEL                FAX

 【東　京　事　業　所】       　 TEL                FAX

 【関　西　事　業　所】       　 TEL                FAX
●関西事業所 078-771-5135 078-771-5136
　kansai@jet.or.jp　

 【九 州 事 務 所】           TEL                FAX

 【電 力 技 術 試 験 所】       　　 TEL                FAX

 【ISO 登録センター】       　 TEL                FAX
 【 電磁界情報センター】       　　 TEL                FAX

●九州事務所 092-419-2385　　092-419-2386
　　kyusyu@jet.or.jp　

●電力技術試験所 045-570-2070 045-570-2077 
   info@jet.or.jp　

●電磁界情報センター 03-5444-2631 03-5444-2632 
   jeic@jeic-emf.jp　

●横浜事業所 045-582-2151 045-582-2671 
　yokohama@jet.or.jp

●東京事業所 03-3466-5234 03-3466-9219 
　tokyo@jet.or.jp

発行　一般財団法人  電気安全環境研究所（JET）　電気製品安全センター 平成 29 年 1 月 1 日発行
　　　 URL:http://www.jet.or.jp/
　　　※送付先変更等については、お手数ですが FAX にて電気製品安全センター宛にお知らせ下さい。
　　　　　（FAX：03-3466-9204）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※再生紙を利用しています。

●総務部 03-3466-5307 03-3466-5106 
　info@jet.or.jp

●製品認証部　医療機器認証室 03-3466-6660    03-3466-6622
　mdc@jet.or.jp

●製品認証部 03-3466-5183 03-3466-5250 
　pcd@jet.or.jp

●工場調査部 03-3466-5186 03-3466-9817 
　jet-fid@jet.or.jp
●技術規格部 03-3466-5126    03-3466-5142
　info@jet.or.jp
●経営企画部 03-3466-5162 03-3466-9204 
　info@jet.or.jp
●電気製品安全センター 03-3466-9203 03-3466-9204 
　center@jet.or.jp
●業務管理部 03-3466-5171　 03-3466-5142
　info@jet.or.jp
●ビジネス推進部 03-3466-5214　 03-3466-5142
　business@jet.or.jp

●営業部 03-3466-5128　　03-3466-5133
　isorc@jet.or.jp　
●認証部　　　　　　　　　  03-3466-5140　   03-3466-5133
　jetqm@jet.or.jp　　　　 
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〒105-0014　東京都港区芝2-9-11　全日電工連会館　3階

＜お問い合わせの際はこちらまで＞




